








要約 北海道立衛生研究所および札幌市衛生研究所において、それぞれ1981 年 1月、1978

年 6 月から開始されたクレチン症マススクリーニングを、1991年 3 月までに受検した新生

児は合わせて 723,873 例(北海道 466,761 例、札幌市 257,112 例)であった。この中で、再

採血あるいは精密検査(精検)対象となった児の中で、ダウン症候群(DS)合併が明らかであ

った北海道 27 例、札幌市 6 例を対象にその予後を検討した。179 例のクレチン症中 10 例

(5.6%)の DS合併例が見られ、DS でのクレチン症頻度は 1/72 で、一般集団 1/4,056 の約 56

倍の頻度と計算された。一過性甲状腺機能低下症 79 例中 8例の DS 合併例を認め、その背

景として胎児造影 3例、ヨード含有消毒剤 1例、先天性心疾患合併 4例が考えられた。最

終的に正常と判定された児も含め、高頻度に甲状腺機能異常の合併が認められたが、従来

の年長児 DSの甲状腺機能低下症の頻度より低いことから、マススクリーニング後も定期的

な甲状腺機能検査が必要であると考えられた。 


